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　 著者 は顯 微 鏡 的 淡水 生物 に特種の 趣味 を有 し、 過 去三 十年 間 に 亙 う英 國 に て

種 々 の 觀察 を行 ひ た るが 、 其の 研究 中近時 出版 の 著書 に して 普 通 に 見 らる k淡
水 産生 物に 關 す る十 分の 記載 な く專問の 著書は 一

般研 究家 に 向つ て 無 味 乾燥 叡
る の 嫌 ある を 威 じ、 其 の 缺 を補 は ん と して 本書 を草 せ b。 材料配列 の 模様は 久

し く絶 版 とな れ る STOKES の Aqllatiρ Mieroscopy に從 ひ 、 分類 及 び 種名 は

WARD 及 び WHm ’LE の Fresh　Wa 七er　Biology に よれ b 。 淡水生物探集用 具 と

必 要な る注意 とを述べ た る一 章は 頗 る有 用の 記載 と云 メ、凝 き も檢鏡 法 k 及 ばず 。

活撥に 運 動 す る纖毛 蟲類の 研 究 に關 す る著者 の 經 驗の 記 述 な きは 遺槭 な b
。 本

論 と も云 ぷべ き＋ 一
章鯲 て は Aquati・ pl・・ t・ ； L ・w Σy ・・g・圭・・m ・ ；

』
Algae ；

Di ・t・コ“s；　Desillid・；・　・［・ fusori・； R ・tifers；・B・y… a ；・E ・ t・m ・ st・aca ；Hyd ・a ，。 ，i。 。 ；

Miscellaneous　 animals 等 を上 の 順序 に て 述べ 尢 う。 各 章下 に て普 逋存 在 す る

もの を 素人 に分 る様に 簡單1こ記載 せ る を特徴 と す 。 卷頭 に 三 頁 に亙 る術 語 字解

あ b 。
（｝eneric は

《t
　Characters　in　which 　therc　is　agreement

”

、
　isogamete は

“

neu もral 　bodγ，

”

等定義 した る正 當 と云 ふ を得ず 。 挿入 せ る 寫具は 誠 に 鮮美 に し

て 賞す る に余 うあ be 然 れ ど も挿 圖 に至 b て は頗 る 杜撰 に して 「單 に 輪廓 と主

要 な る構 造 を示 すに 止 め た 角 との 附 言 に も適せ ず 、 本書 の 價値 を減 却 す る 竜

の と云 ふべ し6 之 を本書 の 大缺點 とす 。 要 す る に 淡水生 物 を閑 を見 て觀 察せ ん

とす る もの に 向つ て は 良 好 の 參考書 と も云 ふ べ し。　　　　（工 藤六 三 郎）

JA・・B ・H ・・GEN 　E ・ Z ・・ R ・f・・m 　der　allgemeinen 　v ・rgl ・i・h・nden 　F 。。m ，、、1，h，c

　der　Tiere・ 1927
，　Jena （Gustav　Fischer）．

　題 して「動 物一 般 比 較形態學の 改革 に資す」と V ふ 。

　著者 は 現 今 の 形態學が改革 を要 す 可 き事 を信 じ、 それ に對す る 自 らの 改 革案

を本 書 を埴 じて 世 に 問 は ん と しだ もの で あ る
。 以 下 内容 を批 評 ・ 紹 介 しや うと

思 メ、。

　ユ． Homologie の 定義一
比 較形 態學の 基 礎 を な す もの は Homologie な る

概 念 であ る 。 著者 は 從來 諸學者 （例 へ ば新 しm 方 で は 　1〈A．RL 　 PETER
，
　 ADOLF

NAEF 等 ） の 與 へ た 定義 を以 て v つ れ も不充分 な る もの とな し ， 自 らの 新 しv ・

定義 を創 設 し て居る 。 それ ｝ζよれば 、

「一 つ の Ba ゆlan（叉 は その Grundform −

teile）に 於 て 、 洶 一 の 部 分 を具 象化 し て居 る器 宜をば 、 その 形」伏・機能の 如何 に

關 せ ず 、
ho皿 olO9 な b と名つ く」と

。 （先組 の 同一ne官か ら下 つ て來 た もの と V

噂
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、 雜 鵬

ム や 5 な港 へ は e の 定 義 中ie全 く含 まれ て 居 な い i）然 らば 翫 up ね n ‘
とは 何力・？

それは Typus を意味 す る 。 誰 も知 る如 く Typenlehre に 1よ CUVIER の もの 、

GOETHE の もの と二 種 あるが 、 彼 は 明か に CUVIER の 方 を 採 る と斷 言 してJ浸る
。

自分 は JAceBs’HAGmT の 上 記 の 定 義 を見 て 直 ちは
「Vautologieで は あ るま い カ・ と

考 へ た が 、 頁 を進 む るに 及 び NA 朋 及 び 1，TJp，osCH が 同 様の 意見 を 有す る事 を

知 O ，た 。 自分 が それ を Tautdogie と呼 ぶ 理 由は 、　Bauplan とい ム 考岱
の 内 ｝ζ

氈 に Homologie と．い メ、考 へ が含 まれ て居 る か らで あ る 。 各 動 物 の 體制聞 に共

逋 （homolog）な る部 分の ある を認 め て こ そ 、 抽 象 に よつ て Bauplan （CuvlER

式 の Typus）とv ・
ふ もの を打 ち建 て る事 が 出來 る

。
この 意 味 に 於 て Bauplan か

らi逆に Homolog’ie を 定義 しや う とす る の は 、 明 か に petitio　prineipii　｝it陷つ て

居 る。 こ れ を要 す る に 、 上 述 の 定 義 も 、 決 し て著者 が 信ず る如 く斷定 的の もの

で は 無 い
。

　2． HomolOgie の 分類 一 著者 は HOmolegie を次 の 如 く分類 す る 。

　　1． Promorphologischo　HomQlogie （同
一

動 物 體 内に 認 め られ る H ・）

　　　1． Dipleurie　（＝ Homot ｝
Tpie

）

　　　2． paramere　H ・m ・玉ogie

　　　3． metamere 　Ilo狙 ologie

　　II．　 Morphologische 　 Homologie （OwEN め speziclle 　H ・ltあた る 。
二 ．つ 叉

　　　　は そ れ以 上 の 動 物 の 器 官相互 の 闘 に 見 られ る Homologie）

　　　L 　allgemcille 　morph ・Homolog’ie（一一・Of物 中に多 數現 れ る器 官 〔例 へ ば

　　　 　　 毛 ⊃に 關 す る H ．）

　　　2． spezielle 　molph 、　Ho ユuologie （一 個 しか現 は れ 訟 器 官に 闢す る H ．）

　　　　 a ． Orthehomolog ’ie（GEGENBAuR の kemplette　H ・に あ た る ）

　　　　 b． Kathohomologie （略 ti　GEGENBAuB の inkompleもte　H ．に あた る ＞

　3． 形 態學的封稱 と幾 何學 的對稱
一 Homologie の 方 で nc　）問題 とな るの は

i對稱 （Sym 皿 etrie ）で あ る 。 而 して著者の 考 へ に よれば，　
Symmetrielehre が 時

に期瞭 を缺 くの ば全 く形 態 學 的 樹稱 と幾何學 的對稱 を混 向す る と こ ろ よう起

る 。

「形態學的對稱 は對 節 （Antimeren）を 出發點 とすべ し 。 從 つ て Anti皿 eren

の 認 め られ 粗 場 合 に は 幾 何 學 的 に 封 稱 な動 物 に も對 稱 は 無 き もの とす る di

A 皿 timeren と は そ の 名 の 示 す 如 く、

一 動物鱧 中に 少 くと も二 つ （對）存 す る

Gebilde を 意味 す る
。

上 遞 薗封稱 の 差 を CONCLIx の 研 究 しだ 0シ？L己7幽 P鯏 伽 の

卵 を例 に とつ て 詮 明 す れば 、 受 精 前に は 卵 は 球形 だか ら幾何學的 に は polysym−

metrisch
、 併 し Anti皿 even が認 め られ な v ・か ら形 態學的 ｝こは symm 誹 rielQS

、

受精eckix依然球形故 幾何 學 的 に 1ま pgly・ymm ・で あ るが 、
　 A ・ tim ・ren が認め
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嬲 捗 鋒 ．

　られ るか ら（前後 左 右 及 び兩極 が 區 鋼 される ）形 態學麟 ζは 左右 對稱｛（diPleur）で

　あ る 。

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…

・
　 4．

『
放射 同形

一
くParamerie ）の 起原一 一般 に 運動性の 動物は 左右相稱 とな む s

固着性 の 動物は 園筒駅 となる傾 きが あ る
。 而 して 園筒の 一端 に 口 が 移行 し 、 そ

の 綾は うに 放 射的 に觸手が生 じ 、 觸 手が 基 となつ て體全 體 の 構逶憶 放射的 く例

猟 niQi 照 の 排列 ）となつ て 來 る
。 腔 腸動 物 や棘皮動物 の 放 射同彦は か くし て生 じ

た もの と解す る事が 出來 る （BttTSCIILI−PLATE の 假at　）e 彼 は 之 ｝ζ封 し、 生 活 歌態

　とい ふ もの は そん なに 直接 に 體制 に 影 響す る もの で は な V ・とV ・
ム 。 固着生活 を

逾 る動物 の 内に も海綿類 の 如 く Symlnetrielbs
ー
の もの もあ b 、 現 疉 類 の 如 く

dipleur の 竜の もあ る
。 その他種 々 の 點 よ

．
b見 て生活 默態が Sylnmetrieを生 ず

　るの で は な く、

’Sy皿 me 七rie は 元 來存 し 、 生活 耿態は それ を變 ず る 事 が 出來 》ユ竜

の と考 へ た 方 が都合 が 好 v ・
。

Paramorie の 起 原 に 關す る BttTSCHm−PLA，TU の 假

読 は 著者に とつ ては 意味 な き 竜の で あ る
。

　 崟 體 を逋 じて形 態學 を系統 發生學 か ら全然 切 離 さ う と して 居 る跡 （例 へ ば 1．

4 等 を考慮 せ よ）が うか が は れ る が 、 こ れ は U し ろ最近 形 態學 一 般 の 傾 向 とい

へ や う。 而 し て 自分は こ れ を「進 化論 萬能」の 時 代 に …欠い で 起 れ る一 種の 反 動 と

児 て居 る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （丘　　英　逋）

抄 録

淡 水 水 母 の 研 究 補 遺

　 PAY ）IE，　F ．1926．　Furもher　Studies　on 　the　Life　HistOry　of 　Cサ｛邸 彦d  脇 7 画 ，
　a　Fre 曲 w 蜘 r

　Hydromedusan ．　BiQL ］BulL
，
　voL ・W

，
　P．433− A43 ：

’
　　　　　　　　　　　　　，

　淡水 水母 は これ迄雌 雄 同 時に發生 した 場合 は 報告 され た こ とが な V ヴ〜め に 、

ボ リ プ に雌 雄 を各 k生ず る系統 が あ るか 或 は 外界 の 妖 況 に よつ て雌 雄性が 左右

せ られ る 竜の で あ るか 不 明 で あ つ た。 且 、從 つ て 、 その 初 期 發生 は研 究 され て ・

ゐ なか つ た の で あつ た が 、 今度 著者 は Bloo皿 in瑛on に於 て 雌雄 の 水 母 を同時

に 探 集 し 、 雌 雄性は 外界 の 腴況 に よ らな V ・とい ふ こ とが わか つ た
。 ま尢

、 その

初期發生 も見 た の で あつ た が 、 卵 の 分裂は 大軆 に於 て他 の ヒ ド ロ 水 母 と同 じや

5 で あつ て 、 内胚葉 は 陷 入 と植物性極 の 細胞の 増殖 に よつ て生ず るの で あつ た
。

L の 植 物 性極 の 細胞 は動 物性極 の 細胞 に封 して短 い 形 を して ゐ る の で プ ラ ヌ ラ

に於 て も見 分 け が つ くの で あ る
。

　淡水 水 母 は常 に ボ リプ どし ては 存 在 して ゐ る らしい が 、 特 別な默況 で な くて
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